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儔儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儐
儐
儐
儐
儐
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儐
儐
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儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

て
、
地
域
に
役
立
つ
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い｣

と
述
べ
た


（
奥
出
和
彦
）

樹
、
浜
名
湖
で
の
清
掃
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
貢
献
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
。
親
和
会
と
も
協
力
し

ん
停
車
す
る
こ
と
な
く
渡
ろ
う

と
す
る
自
転
車
通
学
の
生
徒
に

は
身
を
て
い
し
て
停
止
さ
せ


注
意
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

親
和
会
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、

ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
静
岡

事
業
所
の
社
員
も
参
加
。
古
閑

敏
郎
所
長
は
「
ご
み
拾
い
や
植

死
者
数
が
全
国
20
の
政
令
指
定

都
市
中
６
年
連
続
最
多
を
記
録

し
て
い
た
。

ま
た
、
県
内
事
業
者
所
属

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
酒
気
帯

び
運
転
が
相
次
い
で
発
覚
し

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
「
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
、
管
理
を
徹
底
し
て
欲
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

参
加
者
全
員
が
、
交
通
標

語
を
記
し
た
の
ぼ
り
旗
を
掲

げ
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
し
な
が
ら
事
故
防
止
を
ア

ピ
ー
ル
。
正
門
前
道
路
に
か

か
る
横
断
歩
道
を
、
い
っ
た

の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
昨
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
ワ
ー

ス
ト
１
の
汚
名
返
上
に
向
け

て
、
し
っ
か
り
協
力
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
浜
松
市
は
、
15
年

ま
で
で
人
身
事
故
発
生
件
数
や

る
生
徒
や
通
行
車
両
に
、
交
通

安
全
を
啓
も
う
し
た
。

渡
辺
会
長
は
、
２
０
１
５
年

か
ら
市
全
体
で
展
開
す
る
「
交

通
事
故
ワ
ー
ス
ト
１
脱
出
作

戦
」
を
説
明
し
な
が
ら
、
「
夏

【
静
岡
】
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
親
和
会
（
渡
辺
昭
人
会

長
）
は
12
日
開
成
中
学
校(

浜

松
市
中
区
）
の
正
門
前
で
、
交

通
安
全
活
動
を
行
っ
た
。
早
朝

か
ら
歩
道
に
立
っ
て
、
登
校
す

通
安
全
の
呼
び
掛
け
に
協
力
し

て
欲
し
い
」
と
話
し
た
。

「
事
故
な
く
無
事
に
帰
る
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
南
区

内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
、
カ
エ
ル
柄
の
箸
を
配
布
。

地
元
企
業
か
ら
選
ば
れ
た
ミ
ス

交
通
安
全
も
参
加
し
て
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
と
事
故
防
止
を
訴

え
た
。

（
奥
出
和
彦
）

「
愛
知
県
は
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
が
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
１

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
南
署

管
内
で
は
発
生
し
て
い
な
い
も

の
の
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
重
大
事
故
が
起
き
て

い
る
。
厳
し
い
情
勢
の
中
、
交

【
愛
知
】
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
名
古
屋
第
二
支
部
の
南
部

会
（
竹
内
辰
夫
部
会
長
）
は
11

日
、
南
警
察
署
主
催
の
飲
酒
運

転
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力

し
た
。

南
署
の
小
玉
尚
一
署
長
が

レ
ー
ズ
に
、
運
動
を
展
開
。
署

員
や
交
通
安
全
団
体
代
表
者
に

加
え
、
高
校
生
も
出
発
式
に
参

加
し
、
林
部
会
長
ら
と
一
緒
に

パ
ト
カ
ー
に
乗
り
込
み
、
広
報

活
動
に
出
発
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
交
通
量

の
多
い
交
差
点
で
の
ぼ
り
旗
を

掲
げ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運

転
を
啓
も
う
。
歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
に
は
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
事
故
防
止
を
訴
え
た
。

（
奥
出
和
彦
）

高
校
生
と
共
に
広
報

第
二
支
部
瑞
穂
部
会

【
愛
知
】
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
名
古
屋
第
二
支
部
の
瑞
穂

部
会(

林
卓
司
部
会
長
）
は
11

日
、
瑞
穂
警
察
署
が
主
催
す
る

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協

力
し
た
。

高
齢
者
の
事
故
が
多
い
現
状

の
改
善
に
向
け
て
、
「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
事
故
に

遭
わ
な
い
で
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

で
な
く
観
光
客
の
マ
ナ
ー
や
モ

ラ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
。
常
滑
市

民
に
は
、
県
の
模
範
と
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。
皆
さ
ん
の
地
道

な
活
動
が
大
切｣

と
あ
い
さ
つ


田
中
会
長
は
「
ワ
ー
ス
ト
１

を
返
上
し
、
観
光
客
に
安
全
・

安
心
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

（
奥
出
和
彦
）

故
防
止
を
呼
び
掛
け
た
。

中
部
空
港
署
の
杉
山
定
義
署

長
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
効
果
に
触

れ
、
「
セ
ン
ト
レ
ア
や
常
滑
市

も
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
観
光
客
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
愛
知
県
が
、
交
通

事
故
死
者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

を
返
上
す
る
に
は
、
地
元
だ
け

セ
ン
ト
レ
ア
で
活
動

常
滑
署
交
安
協

【
愛
知
】
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
知
多
支
部
の
常
滑
警
察
署

管
内
運
送
事
業
者
交
通
安
全
協

力
会
（
田
中
謙
二
会
長
）
は
13

日
、
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト

レ
ア
）
で
開
催
の
、
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
し
た
。

地
域
交
通
安
全
関
係
団
体
か

ら
、
多
数
の
参
加
者
が
常
滑
市

役
所
に
集
合
し
、
セ
ン
ト
レ
ア

に
移
動
。
空
港
利
用
者
に
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
、
事

中
力
が
低
下
す
る
。
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
早
め
の

暑
さ
対
策
を
お
願
い
し
た
い
」

と
要
請
し
た
。

み
ど
り
急
送
（
花
井
善
弘
社

長
、
名
古
屋
市
緑
区
）
の
ト
ラ

ッ
ク
が
、
「
守
ろ
う
ル
ー
ル
、

な
く
そ
う
交
通
事
故
」
と
記
し

た
横
断
幕
を
掲
げ
て
関
所
前
を

通
過
。
交
通
安
全
運
動
を
盛
り

上
げ
た
。

（
奥
出
和
彦
）

ト
の
全
席
着
用
を
促
し
た
。

幣
旗
氏
は
「
来
週
か
ら
学
校

が
夏
休
み
に
入
り
、
子
供
た
ち

の
日
中
の
活
動
が
多
く
な
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
夏
の
暑
さ
で
集

【
愛
知
】
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
知
多
支
部
の
緑
警
察
署
管

内
ト
ラ
ッ
ク
交
通
安
全
協
力
会

は
11
日
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席

着
用
関
所
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協

力
し
た
。

大
高
緑
地
公
園
前

の
、
交
通
量
の
多
い
国

道
１
号
沿
い
に
関
所
を

設
け
て
実
施
。
サ
イ
ン

板
を
掲
げ
て
、
通
行
す

る
車
両
に
安
全
運
転
を

啓
も
う
し
た
。
ま
た
、

関
所
で
停
止
す
る
車
両

に
は
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
て
シ
ー
ト
ベ
ル

「
車
両
１
万
台
当
た
り
２
・
０

件
以
下
を
目
指
し
て
い
る
。
当

県
で
は
２
０
１
４
年
、
こ
の
数

値
を
上
回
っ
た
が
、
15
年
は
１

・
２
件
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
参
考

に
、
更
な
る
抑
止
に
努
め
て
欲

し
い
」
と
要
請
し
た
。

こ
の
後
、
東
京
海
上
日
動
リ

ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
自
動

車
リ
ス
ク
事
業
部
の
進
藤
恵
介

主
任
研
究
員
が
、
具
体
例
を
挙

げ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
利
用
方
法

を
解
説
し
た
。

（
河
野
元
）

交
通
・
環
境
対
策
委
員
会
の

坂
田
喜
一
委
員
長
が
、
「
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
人
身

事
故
の
う
ち
、
半
数
は
追
突
に

起
因
し
て
い
る
。
長
野
は
こ
の

傾
向
が
強
く
、
出
会
い
頭
の
事

故
も
含
め
る
と
、
全
体
の
７
割

を
占
め
る
」
と
強
調
。

「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
」

の
事
故
削
減
目
標
に
も
触
れ
、

シ
ョ
ン
も
行
い
、
課
題
や
対
策

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
っ

た
。

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
に
向

け
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
少

人
数
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

【
長
野
】
長
野
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
（
岩
下
勝
美
会
長
）
は
14

日
、
ト
ラ
ッ
ク
交
差
点
事
故
防

職
場
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
す
」
と
表
明
し
た
。

１
～
６
月
に
発
生
し
た
道
路

貨
物
運
送
事
業
の
労
災
（
休
業

４
日
以
上
）
は
43
件
で
、
前
年

同
期
と
比
べ
、
１
件
減
っ
た
。

講
演
で
は
、
ト
ー
タ
ル
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
西
本
真
寿
美
氏
が
「
働
き

盛
り
の
健
康
法
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

（
渡
辺
耕
太
郎
）

は
社
会
的
要
請
が
最
も
強
い
。

本
大
会
を
契
機
に
決
意
を
新
た

に
し
、
更
な
る
事
故
防
止
へ
努

め
て
欲
し
い｣

と
呼
び
掛
け
た


安
武
氏
は
「
労
使
が
創
意
工

夫
し
、
働
く
人
の
健
康
確
保
・

増
進
を
図
り
、
全
て
の
労
働
者

が
安
全
に
働
く
こ
と
が
で
き
る

全
に
働
け
る
職
場
環
境
の
整
備

へ
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む｣

と
強
調
し
た
。

富
山
県
労
働
基
準
協
会
の
矢

野
茂
会
長
も
、
「
安
全
の
確
保

長
が
「
夏
は
暑
さ
か
ら
注
意
が

散
漫
に
な
る
。
水
分
を
こ
ま
め

に
と
っ
て
熱
中
症
を
予
防
し
、

労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
欲

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
上
で
、
「
経
営
者
、
管

理
者
、
労
働
者
が
、
安
心
・
安

【
富
山
】
陸
災
防
富
山
県
支

部
（
綿
貫
勝
介
支
部
長
）
は
14

日
、
富
山
県
産
業
安
全
衛
生
大

会
に
参
加
し
、
全
出
席
者
を
代

表
し
て
安
武
聡
副
支
部
長
が
大

会
宣
言
を
読
み
上
げ
た
。

富
山
労
働
局
の
山
崎
英
生
局

い
こ
と
も
体
験
し
た
。

内
輪
差
に
よ
る
巻
き
込
み
、

飛
び
出
し
事
故
な
ど
も
実
験
。

自
転
車
が
壊
れ
、
人
形
が
は
ね

飛
ば
さ
れ
る
シ
ー
ン
は
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
、
思
わ
ず
声
を
上

げ
、
手
で
目
を
隠
す
子
供
も
い

た
。終

了
後
代
表
の
児
童
が｢

交

差
点
で
は
特
に
注
意
が
必
要
と

感
じ
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
に

生
か
し
た
い
。
大
切
な
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を

述
べ
た
。

（
河
野
元
）

普
段
家
族
で
使
う
乗
用
車
と
は

違
っ
た
点
が
多
く
あ
る
。
今
日

は
実
際
に
近
く
で
見
て
、
触
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ

て
い
る
か
理
解
し
て
欲
し
い｣

と
呼
び
掛
け
た
。

柏
崎
署
の
前
田
淑
夫
署
長
、

吉
田
存
祐
校
長
も
、
夏
休
み
を

前
に
、
事
故
に
遭
わ
な
い
方
法

を
身
に
着
け
る
よ
う
呼
び
掛
け

た
。高

学
年
の
数
人
が
運
転
席
か

ら
死
角
を
チ
ェ
ッ
ク
。
駐
車
中

の
自
動
車
の
陰
に
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
通
行
車
両
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
歩
行
者
を
発
見
し
づ
ら

っ
た
。
柏
崎
警
察
署
や
市
と
連

携
し
た
取
り
組
み
で
、
全
学
年

が
参
加
し
た
。

同
地
区
安
協
の
副
会
長
も
務

め
る
今
井
支
部
長
は
「
道
路
を

利
用
す
る
全
て
の
人
が
安
全
に

は
気
を
付
け
て
い
る
も
の
の
、

な
か
な
か
事
故
は
無
く
な
ら
な

い
。
予
想
も
し
な
い
と
こ
ろ
で

起
こ
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ

る
。
私
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

に
携
わ
る
組
織
大
型
車
に
は


部
長
）
は
14
日
、
柏
崎
市
立
田

尻
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
を

開
い
た
。
柏
崎

地
区
交
通
安
全

協
会
（
遠
山
喬

会
長
）
と
の
共

催
で
、
大
型
車

両
に
よ
る
死
角

検
証
に
加
え
、

巻
き
込
み
事
故

も
実
演
。
自
転

車
や
ダ
ミ
ー
人

形
が
被
害
に
遭

う
光
景
を
目
に

し
た
子
供
た
ち

は
、
驚
き
を
隠

せ
な
い
様
子
だ

【
新
潟
】
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
柏
崎
支
部
（
今
井
貢
支

れ
た
サ
イ
ン
板
を
掲
げ
て
、
交

通
安
全
を
促
し
た
。
信
号
で
車

両
が
停
止
中
に
は
、
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
た
。

小
栗
会
長
は
「
こ
れ
以
上
悲

惨
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

交
通
安
全
運
動
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
た
。

（
奥
出
和
彦
）

【
愛
知
】
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
知
多
支
部
の
半
田
警
察
署

管
内
ト
ラ
ッ
ク
交
通
安
全
協
力

会
（
小
栗
康
義
会
長)

は
15
日


半
田
市
な
ど
が
主
催
す
る
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
し

た
。交

通
量
の
多
い
県
道
が
交
わ

る
市
役
所
前
の
交
差
点
を
基
点

に
、
四
方
に
分
か
れ
て
通
行
す

る
車
両
を
監
視
。
「
携
帯
電
話

運
転
中
禁
止
」
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
」
な
ど
、
様
々
に
記
さ

指
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。小

雨
が
降
る
中
、
参
加
者
の

拍
手
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
パ

ト
カ
ー
の
先
導
で
パ
レ
ー
ド
に

出
発
。
地
域
の
交
通
安
全
団
体

か
ら
の
参
加
者
も
助
手
席
に
乗

車
し
、
管
内
主
要
道
路
を
走
る

車
両
や
歩
行
者
に
、
事
故
防
止

を
訴
え
た
。

（
奥
出
和
彦
）

ー
（
同
）
の
駐
車
場
に
集
結
し

た
。幣

旗
氏
は
「
事
故
を
無
く
す

た
め
に
は
啓
も
う
が
大
事
。
11

日
か
ら
交
通
安
全
県
民
運
動
が

始
ま
っ
た
が
、
し
っ
か
り
啓
も

う
し
て
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

【
愛
知
】
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
知
多
支
部
の
緑
警
察
署
管

内
ト
ラ
ッ
ク
交
通
安
全
協
力
会

(

幣
旗
良
太
会
長
）
は
13
日
、

緑
署
が
主
催
す
る
交
通
安
全
活

動
に
協
力
し
た
。

セ
イ
リ
ョ
ウ
ラ
イ
ン
（
幣
旗

社
長
、
大
府
市
）
、
加
藤
運
送

（
加
藤
明
社
長
、
名
古
屋
市
緑

区
）
、
ア
ー
ス
・
セ
ー
フ
テ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス(

土
川
一
克
同)



ダ
イ
リ
ン
（
亦
野
正
雄
社
長
、

同
）
、
鳴
海
急
送
（
酒
井
誠
社

長
、
同
）
か
ら
、
横
断
幕
を
掲

げ
た
ト
ラ
ッ
ク
５
台
が
、
名
古

屋
南
部
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
セ
ン
タ

丸
川
部
会
長

が
「
公
道
を
職

場
と
す
る
我
々

に
と
っ
て
、
事

故
を
無
く
す
努

力
の
継
続
は
社

会
的
使
命
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
業

界
の
代
表
と
し

て
市
民
の
模
範

と
な
っ
て
欲
し

い
」
と
出
発
宣

言
。

パ
レ
ー
ド
は
５
台
の
ト
ラ
ッ

ク
が
一
新
し
た
横
断
幕
を
掲

げ
、
小
牧
署
の
一
日
署
長
に
任

命
さ
れ
た
石
黒
由
美
子
さ
ん
の

合
図
で
出
発
し
た
。

（
梅
本
誠
治
）

【
愛
知
】
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
尾
東
支
部
の
小
牧
部
会

（
丸
川
靖
彦
部
会
長)

は
16
日


夏
の
交
通
安
全
週
間
に
合
わ
せ

て
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
た
。

タ
マ
イ
ズ
し
て
も
ら
っ
た
」
と

明
か
す
。

タ
イ
ガ
ー
名
古
屋
支
店
の
日

比
野
昭
彦
執
行
役
員
も
「
じ
っ

く
り
意
見
交
換
し
な
が
ら
の
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
は
、
我
が
社
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
。
配
車
ボ
ー
ド
の
電
子
化
は

今
後
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社
へ

の
提
案
営
業
で
有
効
な
ツ
ー
ル

に
な
る
」
と
強
調
。

更
に
、
運
行
管
理
、
運
転
日

報
、
請
求
な
ど
一
連
の
デ
ー
タ

を
配
車
ボ
ー
ド
と
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
、
管
理
業
務
の
大
幅
な

効
率
化
を
見
込
む
。
桑
原
氏
は

「
手
書
き
が
Ｐ
Ｃ
入
力
に
代
わ

る
だ
け
で
、
管
理
ス
タ
ッ
フ
に

大
き
な
余
裕
が
生
ま
れ
る
。
将

来
的
に
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
映
像

を
配
車
ボ
ー
ド
と
リ
ン
ク
さ
せ

る
な
ど
、
事
故
防
止
に
も
活
用

で
き
た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

入
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
社

の
担
当
者
と
話
し
合
い
、
管
理

シ
ス
テ
ム
と
完
全
連
動
す
る
形

で
配
車
ボ
ー
ド
の
電
子
化
を
決

め
た
。

新
し
い
配
車
ボ
ー
ド
は
、
70

㌅
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
２
台
で
構

成
。
車
両
運
行
表
は
使
い
慣
れ

た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
細
部
ま

で
踏
襲
し
、
違
和
感
を
無
く
し

た
。
「
事
務
所
内
の
全
て
の
パ

ソ
コ
ン
（
Ｐ
Ｃ
）
か
ら
入
力
可

能
な
の
で
、
使
い
や
す
い
。
手

書
き
の
場
合
、
文
字
表
現
を
読

み
違
え
て
誤
配
送
を
招
く
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
心
配
が

無
く
な
っ
た
」
（
桑
原
氏
）

車
両
運
行
表
だ
け
で
な
く
、

交
通
情
報
や
天
気
予
報
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
画
面
に
表
示
す
る

ほ
か
、
社
内
連
絡
事
項
や
注
意

な
ど
を
ボ
ー
ド
上
で
周
知
可

能
。
桑
原
氏
は
「
社
員
か
ら
次

々
と
出
て
き
た
新
し
い
ア
イ
デ

ア
を
最
大
限
取
り
入
れ
、
カ
ス

必
要
と
な
る
。
手
書
き
に
は
ガ

ス
関
係
で
40
分
、
石
油
関
係
で

30
分
も
の
時
間
が
か
か
っ
て
い

た
」
と
説
明
。

既
に
、
タ
イ
ガ
ー
（
竹
添
幸

男
社
長
、
東
京
都
千
代
田
区
）

の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ト
ラ

ッ
ク
メ
イ
ト
Ｐ
ｒ
ｏ
２
」
を
導

こ
れ
ま
で
本
社
営
業
所
で

は
、
大
小
４
枚
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
を
設
置
し
、
何
色
も
の
マ

ー
カ
ー
を
使
っ
て
車
両
運
行
表

を
手
書
き
し
て
い
た
。
業
務
部

の
桑
原
章
副
部
長
は
「
秋
か
ら

冬
の
繁
忙
期
は
、
配
車
ボ
ー
ド

に
延
べ
１
０
０
台
分
の
記
入
が

に
は
大
変
苦
慮
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
有
効
な
対
処
法
が
見

つ
か
ら
な
い
こ
の
よ
う
な
中


今
い
る
従
業
員
に
気
持
ち
良
く

働
い
て
も
ら
う
た
め
の
職
場
づ

く
り
は
大
切
。
皆
さ
ん
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
大
変
勉
強
に
な
る
」

と
述
べ
た
。

（
河
野
元
）

回
復
に
努
め
て
い
る
取
り
組
み

を
聞
い
た
」
「
熱
中
症
で
特
に

注
意
が
必
要
な
場
所
を
マ
ッ
プ

に
記
入
し
、
予
防
に
役
立
て
て

い
る
事
例
は
参
考
に
な
っ
た
」

な
ど
、
健
康
や
体
調
管
理
を
中

心
に
報
告
が
あ
っ
た
。

岡
田
分
会
長
は
「
人
手
不
足

「
高
齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い

た
め
、
休
日
を
増
や
し
て
疲
労

し
、
終
了
後
、
同
行
し
た
上
田

労
働
基
準
監
督
署
の
職
員
か
ら

助
言
、
指
導
を
受
け
た
。

各
班
長
か
ら
「
健
康
診
断
や

運
転
適
性
診
断
の
受
診
を
パ
ソ

コ
ン
で
適
切
に
管
理
し
、
そ
の

後
も
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
た
ぜ
ひ
と
も
見
習
い
た
い｣

【
長
野
】
陸
災
防
長
野
県
支

部
の
上
小
分
会
（
岡
田
宝
正
分

会
長
）
は
14
日
、
安
全
衛
生
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
３
班
に

別
れ
て
会
員
事
業
所
を
訪
問

（
面
担

辻
本
亮
平
）

【
岐
阜
】
マ
ル
エ
イ
運
輸(

中
村
滋
男
社
長


岐
阜
市
）
は
15
日
、
本
社
営
業
所
の
配
車
ボ
ー

ド
を
完
全
電
子
化
し
た
。
視
認
性
を
高
め
た
だ

け
で
な
く
、
運
行
管
理
、
運
転
日
報
、
請
求
な

ど
と
連
動
、
一
元
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

大
幅
な
業
務
効
率
化
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
星
野
誠
）

「
皆
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
岡

田
分
会
長

「
セ
ミ
ナ
ー
を
参
考
に
、
更

な
る
事
故
抑
止
に
努
め
て
欲

し
い
」
と
坂
田
委
員
長

「
安
全
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
職
場
の
実
現
に
全
力
を
」

と
安
武
副
支
部
長

夏休みを迎え、子供の出歩く機会が増える中、トラック協会をはじ

め、関係団体、地元企業など地域ぐるみで、交通安全キャンペーンを

展開した。交通量の多い幹線道路及び交差点では、のぼり旗やサイン

板を掲げ、ドライバーに安全運転を呼び掛けるとともに、小学校での

交通安全教室も実施。事故ゼロを目指し、安全意識の高揚を図った。

使い慣れたホワイトボードを踏襲

ダ
ミ
ー
を
使

い
、
飛
び
出

し
事
故
を
実

演

ト
ラ
ッ
ク
５
台
が
出
発

５
台
の
ト
ラ

ッ
ク
が
出
発

横
断
幕
を
掲
げ
た
ト

ラ
ッ
ク
が
通
過

正
門
前
で
安
全
を
呼
び
掛
け
る

事故ゼロへ地域で啓発事故ゼロへ地域で啓発

交
安
教
室
で
死
角
検
証

新

ト

協

柏
崎
支
部

中
学
生
に
安
全
啓
も
う

ホ
ン
ダ
ロ
ジ

親

和

会

ドライバー｢模範に｣
尾東支部
小牧部会

業務効率大幅上げ

運
行
管
理

運
転
日
報

一
元
管
理
可
能
に

マルエイ運輸

国
道
沿
い
に
関
所
設
け

愛
知
ト
協
緑
署
ト
ラ
交
安
協

横
断
幕
掲
げ
パ
レ
ー
ド

陸 災 防
富山支部

産
業
安
全
衛
生
大
会

健
康
確
保･

増
進
図
る

長野ト協

交
差
点
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
抑
止
を

陸 災 防
上小分会

会
員
事
業
所
を
訪
問

安
全
衛
生

パ

ト

職
場
づ
く
り｢

大
切｣

／／

知
多
支
部
／

半
田
署
交
安
協

四
方
分
か
れ
車
両
監
視

無
事｢

カ
エ
ル｣

箸
配
布
名
二
支
部

南

部

会
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